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太平洋精機株式会社の株式取得について 

 

 弊社はこの度、弊社が管理・運営する J-STAR 一号投資事業有限責任組合を通じ、パシフ

ィック・プレシジョン・ホールディング株式会社（以下「PPH 社」）を設立いたしました。

また PPH 社は、平成 23 年 4 月 19 日に太平洋精機株式会社（本社：東京都千代田区、代表

者：大橋清義、以下「THY 社」）の発行株式総数の過半数を超える株式を取得しましたので

併せてお知らせいたします。 

  

THY 社は、1954 年に建設機械部品の販売を主な目的として創業し、その後、建設機械の

ローラー部品製造を事業の柱としてまいりました。現在では、日本及び中国に、それぞれ

製造販売拠点を保有し、製品を全世界の顧客に販売しております。THY 社の製品は、当該

分野で世界的にも高い市場地位にある等、THY 社は建設機械部品製造のグローバルニッチ

トップ企業としての地位を築いております。THY 社は世界的な景気低迷の影響があった

2009 年 3 月期も黒字を計上するなど良好な収益体制にあり、2011 年 3 月期の売上高は 140

億円程度の売上（連結ベース）の見込みです。 

 

今後は独立系部品メーカーとしての地位をより強固なものするため、現状の製造販売体制

を更に拡充/効率化して付加価値を高めるともに、中期的にインド等の新興国への展開や、

周辺部品分野への進出等の戦略の可能性を探っていく予定です。弊社は、PPH 社並びに THY

社へ非常勤役員を派遣し、経営陣・従業員の皆様とともに戦略の実行をサポートしてまい

ります。 

 

なお、本案件は住友信託銀行のご紹介によるものです。また弊社の投資検討にあたりま

しては、財務・税務デューデリジェンス及び事業デューデリジェンスをデロイト トーマツ 

FAS 株式会社が、法務デューデリジェンスを東京青山・青木・狛法律事務所並びに近藤丸

人法律事務所(中国子会社調査を担当)が実施いたしました。加えて、株式取得に際し、あお

ぞら銀行からの融資による資金調達を行っております。 

以上 

 

 

 



 

J-STAR 株式会社 （www.j-star.co.jp） 

J-STAR は、2006 年創業に創業した国内独立系の投資会社で、主に未公開株式への投資を

行うプライベート・エクイティ投資、その中でも経営権を取得し、当該事業価値の向上を

図るバイアウト投資事業を手がけています。 J-STAR は企業・経営陣の課題解決、成長ス

トーリーを重視した投資提案を行うとともに、①優れた経営者/幹部社員の存在、②ファン

ドマネジャーの関与による付加価値増大余地、③市場地位やビジネスモデルなどの特異性/

優位性を投資基準に、ファンドマネジャー達の経験/知見/スキルが活かされ易い、企業価値

30 億円～100 億円の案件を主要投資対象にしています。創業以来、J-STAR は消費財、サ

ービス、ヘルスケア、環境、製造など多岐に渡る業種に属する１１社への投資を行ってい

ます。 

 


